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３月３１日、大津地裁（大西直樹裁判長）は湖東記念病院人工呼吸器事件再審裁判において、

再審被告人の西山美香さんに無罪判決を言い渡しました。判決は、西山さんに虚偽の自白を強要

した捜査のあり方を厳しく断罪し、自白調書を証拠から排除しました。 

大津地裁判決は、無辜の救済という再審制度の理念を実現したことで滋賀県民をはじめ多くの

国民が歓迎しています。また、全国紙をはじめ多くの地方紙も社説で今回の無罪判決を高く評価

するとともに、そもそも事件性がなかった本件で、警察が西山さんに対して違法・不当な自白偏

重の捜査をしたことと、警察と検察が証拠を隠したことを厳しく断罪しています。 

判決では、取り調べの警察官が、軽度の知的障害がある西山さんから恋愛感情を寄せられてい

たのを熟知しながら、捜査機関のストーリーに整合する自白を引き出そうと誘導したと断じまし

た。さらに、警察、検察による恣意的な証拠の取り扱いも厳しく批判しています。本件では、検

察が１８７点もの証拠を弁護側に開示したのは再審開始決定確定後であり、その内の５８点は警

察から検察に送致されていなかった証拠でした。そのなかには、事件性を否定する「たん詰まり

で死亡の可能性」を指摘した医師の報告書も含まれており、それが検察に送致されたのは昨年７

月です。西山さんが人工呼吸器を外していないと主張した供述調書も長らく送致されていなかっ

たのです。これらの証拠が検察に送致されていれば、西山さんは起訴されることはなかったかも

しれません。憲法や刑事訴訟法、犯罪捜査規範等にも反しており、冤罪事件を作り上げた警察の

責任は重大です。 

西山さんにとっては、逮捕から約１５年９カ月ぶりに再審無罪判決によって、やっと殺人犯の

汚名が晴らされ名誉回復につながりました。しかし、懲役１２年、最初の再審請求から９年半が

経過しました。自由と大切な青春時代を奪われ、失われた年月はあまりにも長いと言わざるを得

ません。 

無罪判決にあたって滋賀県警は、「無罪判決については真摯に受け止め、今後の捜査に生かし

たい」とコメントしましたが、西山さんに対する謝罪はいまだにいっさい行われていません。し

かも、無罪判決が指摘した西山さんに対する違法・不当な取り調べについて、「常に取調官と被

疑者という関係を維持していた」として取り調べが適切に行われていたかのように述べています。

さらには、西山さんの無罪を示唆する重要な証拠を検察に送っていなかったことについても、調

査を行ったとしながら、その調査報告書を公表しない、再調査も行わないとしています。その後

のマスコミの取材をはじめ、県警本部長の定例の記者会見においても、記者からの「警察の責任

を問う」質問にいっさい応じていません。 

「無罪判決を真摯に受け止め、今後の捜査に生かしていく」というコメントは単なる口先だけ

のもので、県警の姿勢は、「日本国憲法の保障する個人の権利及び自由の干渉にわたる等その権

限を濫用することがあってならない」とする警察法２条に掲げる警察の責務の放棄であり、国民

の信頼を著しく踏みにじる行為です。 

私たちは、滋賀県警がこの事件の捜査を真摯に反省し、徹底的に検証をおこない、その調査結

果を公表し、二度と冤罪を生み出すことがないように捜査のあり方を抜本的に改善することを求

めます。そして、何よりも警察の違法・不当な捜査によって人権侵害を受けた西山さんと家族に

謝罪することと損害を償うことを強く要請します。 

 


